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なわちRichardsの回答は「一つの心理学的価値理論」 (A Psychological Theory of Value)
と顧する7章で提示されるのであり, 5章と7章とのあいだには, 「究極観念としての価値」



























現象(any occurrence in the mind)を表わすことにする. <経験>はく精神状態,あるい
は精神過程> (mental state, or process)と同義である. (以下略)(6リ
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問ではない.それは, 1メ-トルがメ-トル原器の標線問の距離を意味すると定義されている

































(2) I. A. Richards, Principles of Literary Criticism, Chapter V. (以下,これをR. P. (V)と
略記)
(3) "価値ある経験(experiences which are valuable)と"価値なき経験(experiences which











数のうち, "衝動", "欲求", "態度"を実際に用いているのは事実である.が,それらをどうみて
いるかについては,明確な説明はあたえられていない.
(5) R. P. (VI).
(6)この定義はあとで(とくに7章で)重要になるので注意.
(7)以下の論述にはG. E. Moore, Pγincipia Ethica, Chapter Iを参照されたい.
R.P.(VI).
(9) Richardsは<諸機能>でKantのいう三機能- "認識の機能日, "快・不快の感情の機能",
"意欲の機能"を意味していると思われる. cf. R. P. (II).
R.P.(VI).
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R. P., `Preface.'
(昭和45年9月50日受理)
